
治山事業･森林整備事業における間伐材等木材利用の推進

１ 木材利用の取組

地球温暖化の防止や資源循環社会の形成等に資する観点から、公共建築物等

木材利用促進法に基づく「新農林水産省木材利用推進計画（平成２２年度～平

成２７年度）」が策定され、公共土木工事においては「グリーン公共事業の推

進」という取組方針の下に、間伐材等木材利用の拡大を図ることとしています。

四国森林管理局では、平成１６年度～平成１８年度の実績平均を基準値とし

て、平成２２年度から６年間で基準値の1.5倍（治山85㎥･林道198㎥/億円・年）

の木材使用量を目標としており、治山事業･森林整備事業における間伐材等木

材利用の推進に取り組んでいます。

２ 平成２３年度の木材利用状況と平成２４年度の取組

平成２３年度は治山ダム工等の型枠の木製型枠での実施、土留工、柵工等に

おける木製品の積極的な利用により、四国森林管理局全体の事業実施箇所（約

95箇所）のうち約９割において間伐材等木材利用を実施しています。また、木

材使用量は治山150㎥･林道205㎥/億円と目標を達成しており、平成２４年度に

ついても、更なる利用拡大に取り組みます。

【四国森林管理局管内の主な木材利用の事例】

残存型枠を使用した谷止工

（高知県四万十町）

林道に施工した木製ブロック積工

（高知県三原村）

山腹崩壊地に施工した丸太土留工（徳島県那賀町）

担 当：治山課 村田、北代
森林整備課 大竹、篠原

T E L：088-821-2150(治山課)
088-821-2200（森林整備課）

木製型枠組立状況（愛媛県久万高原町）

（対象：四国４県） 【別紙５】



木の文化を支える林産物の安定供給
～森づくりから安定供給へ～

１ 趣旨
日本各地には「木の文化」の象徴とも言うべき木造文化財等の伝統的建造物、

伝統工芸など、次世代に引き継ぐべき伝統文化が多く残っています。
「木の文化」の象徴でもある伝統的木造建造物を将来にわたって維持・継承

していくために必要な資材を安定的に供給していくためには、地域の皆様の理
解と協力を得て森林整備を進めることが重要となっています。

このため、四国森林管理局では、「木の文化」を支える森づくりの一環とし
て協定による森づくり活動を推進しています。

２ 平成２４年度の取組

(1) 「祖谷のかずら橋・架け替え資材確保の森」協定の締結
い や

国指定有形民族文化財の「かずら橋」は、徳島県祖谷地域の観光のシンボ
ルです。橋の構造材は自然素材のシラクチカズラで年々確保が難しくなって
いることから、今年３月２８日に祖谷のかずら橋・架け替え資材確保実行委
員会と徳島森林管理署との間で結ばれた協定を基に、近在の国有林から優先
的に供給するよう森林整備等の取組を行います。

(2) 「伊予之二名 島古事の森」森づくり活動
い よ の ふたなのしま こ じ もり

伝統建築物の将来の修復資材の確保のため、愛媛県久万高原町に設定した
「伊予之二名島古事の森」において、伊予之二名島古事の森育成協議会と協
力し、毎年、一般公募による森づくり活動(森林整備)を実施しています。

担 当：指導普及課 佐賀
ＴＥＬ：088-821-2121

古事の森での下刈

祖谷のかずら橋
い や

古事の森での植栽

かずら橋架け替え資材の供給

（対象：徳島県・愛媛県） 【別紙６】



森林吸収源対策としての森林整備の推進

１ 趣 旨
四国森林管理局では、地球温暖化防止対策の推進、生物多様性の保全を始めと

する公益的機能の維持増進を目的に多様な森林づくりを進めています。このうち
地球温暖化防止対策については、国内の森林吸収目標1,300万炭素トンの目標達
成に向けて、吸収源としてカウントできる森林を効果的かつ確実に増やすために、
森林整備事業や保安林整備事業による間伐を着実に実施します。

２ 平成２４年度の取組
本年度は第一約束期間の最終年であり、目標達成に向けて吸収源としてカウン

トできる森林（１９９０年以降、適切な森林施業（植栽、下刈、除伐、間伐等）
が行われている森林）を効果的かつ確実に増やすとともに、森林の健全化を図る
ため、約43百haの除伐・保育間伐等を実施します。

今後についても、約12万haの人工林について、個々の森林のもつ公益的機能を
最大限発揮する効率的な森林整備を計画して着実な森林吸収量の確保に努めま
す。

間伐を必要とする森林

間伐を実施した森林

担 当：計画課 小川、門脇
森林整備課 大竹

ＴＥＬ：088-821-2100（計画課）
088-821-2200（森林整備課）

（対象：四国４県） 【別紙７】



特定流域総合治山対策について

～国有林と民有林が連携した効果的な国土保全対策の推進～

１ 趣旨
近年、梅雨前線や台風に伴う集中豪雨や大規模な地震などにより多数の山地災

害等が発生し、貴重な人命や財産が失われている状況にあることから、国有林と
民有林が隣接している流域においては、国と都道府県が緊密な連携の下、重点的
かつ総合的な治山対策を行うことが強く望まれています。

このため、四国森林管理局と四国各県が連携して、国有林と民有林を一体とし
た計画を策定し、連絡調整会議等で次年度の事業の調整を図りながら治山施設の
設置や森林の整備を行う「特定流域総合治山対策」を実施することにより、奥山
から集落に近い里山までの流域全体の保全や地域住民の安全・安心を確保します。

２ 平成２４年度の取組
四国森林管理局内では４カ所において、①荒廃した渓流の浸食防止･安定･土砂

流出抑制等を目的とした谷止工等、②崩壊した山腹面の安定化･緑化を目的とした
山腹工、③荒廃した森林の森林整備を目的とした本数調整伐等を実施しています。

(1)高知県土佐清水市（四万十森林管理署） 期間 H19～H25
・24年度事業 国有林：山腹工 ＋ 民有林：山腹工

(2)愛媛県今治市（愛媛森林管理署）期間 H20～H26
・24年度事業 国有林：谷止工 ＋ 民有林：谷止工・治山作業道

(3)徳島県三好市（徳島森林管理署）期間 H22～H26
・24年度事業 国有林：谷止工 ＋ 民有林：山腹工・本数調整伐

(4)香川県まんのう町（香川森林管理事務所）期間 H23～H27
・24年度事業 国有林：谷止工 ＋ 民有林：山腹工

谷止工の施工状況

国有林内の荒廃状況

担当：治山課 村田、北代
TEL:088-821-2150

本数調整伐の実施状況

（１）

（２） （３）
（４）

(1)

(2)

(3)

(4)

（対象：四国４県） 【別紙８】



新たな民有林直轄治山事業について

１ 趣旨
平成２３年７月１９～２０日の台風６号に伴う豪雨（北川村島観測所：最大日

雨量760mm）により、安芸郡北川村の民有林３地区において、大規模な山腹崩壊が
発生しました。崩壊土砂は土石流となり渓岸浸食を起こしながら流出し、下流域
の国道４９３号等に甚大な被害を与えました。

当該地区の復旧に当たっては、①災害箇所が大規模であり相当の事業費がかか
ること、②災害復旧には高度な技術が必要なことから、高知県より、国の直轄に
よる治山事業の新規着手への要望がありました。これを受けて四国森林管理局は、
平成２４年度から平成３３年度までの１０年間、総工事費約53億円の規模で民有
林直轄治山事業を実施し、地域の安全･安心を早期に確保します。

２ 事業内容等
(1) 実施箇所

高知県安芸郡北川村 平鍋地区、小島地区、大谷地区
(2) 治山事業所の新設

安芸森林管理署に奈半利川治山事業所を新設（平成２４年４月）。
(3) 全体計画

土砂流出防止及び渓岸浸食防止の目的で治山ダム工54基、また、崩壊の拡大

を防止し、山腹斜面の安定、早期緑化を図る目的で山腹工約８haを実施します。

大谷地区の崩壊上部の状況
担当：治山課 村田、北代
TEL:088-821-2150

国道の被災状況

小島地区の崩壊地全景
平鍋地区の遠景

平鍋地区の渓流荒廃状況

（対象：高知県） 【別紙９】



ニホンジカ被害対策の推進

１ 趣旨
近年、四国の東南部・西南部を中心に、ニホンジカによる農林業・自然植生へ

の被害が深刻化しています。
被害防止のためには防護ネット柵の設置に加え、個体数の管理を行うことが重

要であることから、囲いわななどの技術開発とともに、捕獲による個体数調整に
より一層取り組みます。

また、剥皮被害による樹木の枯死、食害によるササなど下層植生の衰退、下層
植生の消失等による土壌の流出等被害が深刻化していることから、引き続き、ニ
ホンジカの動態調査や、地域住民等と協働で森林の再生、植生の回復等に取り組
みます。

２ 平成２４年度の取組
(1) ニホンジカの個体数調整

平成２３年度から実施している、わな(囲いわな、箱わな)による捕獲につい
ては、捕獲期間及び捕獲箇所の拡大に取り組みます(平成２３年度14基→平成
２４年度24基)。

また、捕獲に伴うデータを収集するとともに、簡易に設置可能で捕獲効率の
高い囲いわな等の開発に取り組みます。

(2) 中国四国農政局、四国４県との連携の推進
中国四国農政局主催の野生鳥獣対策会議等への参画、平成２３年に設置した

四国４県のシカ対策担当者等との連絡会等において、シカ対策に係る課題を共
有するなど関係機関との連携を推進し、四国全体での効果的な対策に取り組み
ます。

(3) 天然林の植生回復
四国山地（剣山・三嶺）及び四国西南部(黒尊山・滑床山)において、ニホン

ジカの動態調査や被害跡地の再生対策に取り組みます。

担当：指導普及課 佐賀、山﨑 ＴＥＬ：088-821-2121 (指導普及課)
森林技術センター 那須 088-821-2250 (森林技術センター)

小型の囲いわなによる捕獲試験(四万十町) 中型の囲いわなによる捕獲試験(大豊町)

ボランティアとの協働による

防護ネット柵設置(三嶺)

平成２３年度 防護ネット柵内の

植生回復状況(三嶺)

（対象：四国４県） 【別紙10】



生物多様性の保全に向けた取組
～保護林拡充・希少種調査～

１ 趣旨等
四国森林管理局では、貴重な森林生態系や生物多様性の保全等を図る観点から、

保護林の設定や希少種データベース整備を進めています。平成２４年度において
も、多様な生物の生息・生育の場として重要と思われる地域（森林）の保護林の
新規設定・拡充や、希少野生動植物への一層の配慮に向けた調査等を実施します。

２ 平成２４年度の取組
(1) 保護林拡充の調査

名頃谷山国有林（徳島県三好市）は、徳島県最高峰の剣山から次郎 笈 に至る
なごろだにやま じ ろ うぎゆう

北西斜面の国有林に位置し、ウラジロモミやブナが生育する四国では数少ない

森林を含んでいることから、保護林として選定することについて調査・検討を

行います。
(2) 希少種データベース整備のための調査

高知県西部地域において、ヤイロチョウ、コウモリ、ニホンリスやヤマハン
ショウヅル等の希少動植物の生息・生育状況を把握し、データベースを整備す
ることにより森林施業に反映させます。

担 当：計画課 小川、門脇
ＴＥＬ：088-821-2100

次郎笈と名頃谷山国有林
じろうぎゆう な ごろだにやま

ヤイロチョウ ニホンリス

（対象：徳島県、高知県） 【別紙11】



森林とのふれあいの場の提供

１ 趣旨
四国森林管理局では、保健休養や森林環境教育の推進に向け、国有林を活用

したレクリエーションの森（51箇所）、ふれあいの森（11箇所）、遊々の森（８
箇所）等を設定し、森林とのふれあいの場を提供するとともに、局・署等にお
いて学校等を対象とした森林環境教育を実施しています。

平成２４年度は学校等における森林環境教育の取組の拡大に資するため、体
験学習に適した国有林において、体験学習のためのフィールド整備等を実施し
ます。

２ 平成２４年度の取組
(1) 安芸森林管理署管内の「佐喜浜地域」

さ き はま

室戸ジオパークのサイトに指定されている「段ノ谷山」、「加奈木の崩え」
だん たにやま か な ぎ つ

及び「野根山街道」（室戸市等）をフィールドとして、平成２３年度より歩
道等の整備を実施し、平成２４年度から新たに学習・体験プログラムの整備
を行うとともに、安全で効果的な体験活動を行うため説明看板の整備や既存
歩道の修理等を行います。

(2) 嶺北森林管理署管内の「工石山地域」
くいしやま

高知市の近郊で気軽に登山が楽しめる「工石山」において、歩道の修理や
説明看板の整備、山頂方位盤の取り替え等を行い、森林環境教育のフィール
ドとして活用します。

担 当：指導普及課 佐賀
ＴＥＬ：088-821-2121

段ノ谷山で
の森林教室

工石山の案内板（平成２３年度整備）

野根山街道の宿屋スギ

加奈木の崩えの練積堰堤
ねりづみえんてい

（対象：高知県） 【別紙12】



森林への理解の醸成に向けた取組
～魚梁瀬の森林と森林鉄道遺産ツアー・四国山の日～

１ 趣旨
我が国を代表する天然スギ「魚梁瀬スギ」を運ぶため、明治４４年から魚梁

瀬地区を走っていた産業遺産である「魚梁瀬森林鉄道」を紹介し、森林・林業
の歴史などを積極的に情報発信していきます。

また、四国森林管理局は、四国４県と連携し、「四国の森づくりに関する共
同宣言」に基づき、「四国山の日」（１１月１１日）を中心に、森林整備、木
材利用、森林環境教育などを具体的に実践する森づくりを推進しています。こ
の取組の一環として、四国の森づくり等に積極的に取り組んでいる団体等を募
集選定し、「四国山の日賞」として表彰します。

２ 平成２４年度の取組
(1) 魚梁瀬千本山と森林鉄道遺産の歴史を訪ねるツアー

森林に親しみ、自然と触れ合うことで、森林に対する理解を深めるために、
「魚梁瀬の千本山国有林」を山の案内人と歩き、開通から100年を経た魚梁
瀬森林鉄道の遺産を森林鉄道ガイドの案内で訪ねる散策ツアーを秋期に実施
します。

(2) 「四国山の日賞」の授賞と「四国山の日」関連イベントの開催
平成２４年１０月１３日、１４日に高知県で開催される「四国山の日」関

連イベントで、選考された団体等に授賞します。
また、四国の森林ボランティア団体や受賞者による活動報告等と先進林業

地の視察等、森林・林業に関する催しを行います。

担 当：指導普及課 佐賀
ＴＥＬ：088-821-2121

四国山の日賞表彰（平成23年:香川）

千本山国有林
(馬路村魚梁瀬)

最近発見された軌道跡（馬路村魚梁瀬）

四国山の日（平成23年:香川）
小学生による事例発表

五味隧道(馬路村馬路)

（対象：四国４県） 【別紙13】
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